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ハトムギの現地検討会を開催 

刈り取り期の確認と作柄について検討 

 

  

令和４年９月２６日、三潴町農協ハトムギ生産部会は全国ハトムギ生産技術協議会

会長手塚隆久氏を招いて、役員６名と農協農産課職員、普及指導センター職員でハト

ムギの現地検討会を実施しました。 

  

久留米市三潴町では、昭和 55年から転作作物としてハトムギの栽培が始まり、重

点作物の一つとして生産に取り組んでいます。現在、ハトムギ生産部会の部会員は

17 名で、令和４年度は 29ｈａを作付けしており、県下では唯一の産地です。今年

は、播種以降の気温が高く経過したことより、平年に比べて成熟期は 2日程度早くな

りました。出穂期の乾燥や施肥量不足による不稔などにより全体的には平年並み～や

や低収の見込みです。圃場の互評を通して、肥培管理やうね間かん水などの中間管理

について活発な意見交換が行われました。 

ハトムギはペットボトルやティーバッグの茶、味噌に加工され、三潴町農協の購買

店で購入できます。化粧品や焼酎、ギョウザ、アイスなどの商品が開発されています

が、まだまだ地域では広く知られていません。また、コロナ渦の影響もあり消費が伸

び悩んでいる状況です。 

普及指導センターはハトムギ生産技術協議会などと連携して技術を収集し、生産者

を支援します。 

 

 
 

問い合わせ  TEL  0942-47-5101 

              FAX  0942-47-5105 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4705101/ 

 

地域振興課   水田農業係 

現地検討会の様子 
ハトムギを使った商品 

（お茶、コーヒー、味噌） 


